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て
叉
次
の
形
式
生
中
V
J

3
0
M
H
S

へe

(
六
)
今
像
剰
制
限
値
を
可
縫
資
本
の
み
に
闘
漣
せ
し
め
ポ
ヘ
会
資
本
に
開
法
せ
し
む
る
と
を
、
之
を
利
.

一一-・場~~.. ...~.ーも事・一一…一、一一一一一一、_.<・ 、・一-一一…..喝ー…一一-…ーーー←みー吋…‘一…-ー.......-
4 耳 、 、・司 、 < • 、 、 一

匂弘、

潤
(
F
)
と
一
五
ふ
。

(
七
)
仰
て
飴
剰
僚
依
の
会
資
本
(
C
)
に
務
ず
る
関
係
(
仰
一
C
)
は
利
潤
卒
な
よ
り
。

之
を
，
p
を
以
て
言
表

J
y
 

7 

(
八
)
従
て
左
の
形
式
を
得

3

0

Q

S

 

;

l

l

l

 

r

c

o

+

e

t

 

(
丸
)
然
る
に

m
に
換
ふ
る
に
前
に
院
号
、
北
る
其
使
、
を
以
て
す
る
と
き
は
、

d
，

m川

、

e

、
A
U

匂

u
s
-
-
M
i
H
き

l
l

と

の

よ

』

A
U

マ
ル
ク
ス
可
資
本
協
議
一
一
一
巻
研
宛
の
日
節

~ 



. 

8 

f

な
る
新
形
式
を
得

マ
ル
グ
ス
百
貨
本
給
』
第
一
一
一
巻
研
宛
の
一
節

八

(
十
)
今
之
を
比
例
式
に
合
一
口
一
改
り
る
と
を
は
、

旬
、
口
言
、

H
G
H
C印

忠
利
潤
卒
の
徐
剰
俊
倍
率
に
於
け
る
関
係
拡
、
可
紙
製
資
本
の
み
一
資
本
に
於
け

ー
し
成
る
可
し
。

る
関
係
に
均
し
ぎ
を
知

b
得
、
党

bo

此
比
例
よ
t
り
生
ム
ヂ
る
-
常
然
の
結
論
は
、
rp
は
常
に
が
よ
1

り
小
な
よ
ツ
と
一
五
ふ
乙
と
是
な
よ
り
。

何

と
な
れ
ば
ψ

は
常
に
C
よ
t
り
小
な
れ
ば
な
よ
リ
。

(
C
は
?
と

c
と
の
合
計
な
る
仁
よ
る
)

但
し

可
幾
資
本
の
み
仁
て
、
不
鎚
資
本
会
く
存
せ
診
る
場
合
は
勿
論
問
題
外
な

b
。

如
を
場
合
は
事
費
上
考
ヘ
得
可
か
ら
歩
。
是
に
よ
よ
ツ
て
知
る
、
利
一
潤
卒
は
多
数
の
可
議
要
件
の
作

而
し
て
斯
く
の

用
に
依
る
。

而
し
て
業
主
な
る
働
悶
は
一
了
め
よ
り
、

.--、、

..__.. 

...__... 

係
剰
償
値
卒

〆戸、、
.同軸A

-ー_.
、-"

資
本
の
結
令
割
合
(
桐
瑚
麻
側
禰
崎
地
の
〉

ぷ
ル
な

L

リ。

此
を
俄
剰
償
伎
の
利
潤
と
な
'
夕
、
鈴
一
剰
債
依
卒
の
利
潤
・
卒
と
成
る
経
識
の
説
明
と
潟

ず以
下
マ
ル
グ
ス
は
こ
)
可
幾
要
件
の
幾
動
に
基
く
利
潤
率
の
高
低
を
第
一
一
一
意
に
於
て
論
b
、(ニ)資

本
同
特
皮
数
の
利
潤
卒
に
反
ず
影
響
を
第
四
章
に
論
、
h
v

て
後
、
第
五
章
に
入

b
て
コ
小
礎
資
本
の

経
掛
』
を
説
く
。

経
綿
仰
と
一
五
ふ
な
よ
り
。 彼
は
不
綿
製
資
本
卒
の
多
少
の
利
潤
盗
・
に
於
け
る
作
用
を
名
け
て
、
不
礎
資
本
の

査
し
マ
ル
グ
ス
の
定
理
に
於
て
は
、
不
一
銭
資
本
の
割
合
少
を
程
、
利
潤
率
は

9 

高
ま
る
唱
の
な
ん
/
O

邸
中
り
注
表
の
如
し
。

…。

o

d

一

言

、

一

一
(
ゆ
川
均
株
二
封
勝
二
斗
織
)
一
(
愉
抑
制
怨
踊
時
機
)
一

…HO
O

H

g

十

M
O

一

〕

0
0

沢
一

一M
o
o
n
芯
+
∞
。
一

H
O
O
沢
一

…
H
o
o
u
g
+
ち
一

M
O
O
決
一

間
門
川
川
川
川
山
川
一
一
一
一
一
一
一
川
同
[

一h
い
い
い
い
い
十
l
l旬
以
ト

故
に
マ
ル
グ
ス
は
不
銭
資
本
を
周
ゆ
る
に
方
t

り
、
鈴
剰
償
低
の
減
少
に
抵
抗
し
得
可
を
方
絡
を

論
歩
る
の
要
あ
L
Y
O

是
れ
コ
小
慾
資
本
経
済
論
』
の
起
る
所
以
ー
品
。
第
六
意
は
市
償
幾
勤
の
利
潤

SAV 

(
取
滋
締
陣
)

M
U
 

(
法
議
機
)

l.'-!) 

o 

ω
O
決

，~可..，_眠司~'-盟副‘a軍国国固'司同商圏帥a・・・薗--也自由噌曹'“~..... ..，..弘・・・・・・.-‘a調h・豆、、.~歯槽

ω
c
 

ω
o
b
q
 

._<_-，-、一一一ーー ι縄、一町一一年(‘~....'-_' -・ 4・.、旬、...--~~・'い

‘ ， 一一 " ι 
. ，-~ 

ιh・.・

・‘一.

~ 。

品。、次、

ト4

<: • .H 

思
決

。τ

ミR

ー 一一一一・ー‘』 争回、一・ーチ-....-~一ー 司一--ー
、、、ぞ

マ
ル
ク
ス
『
資
本
総
統
一
一
一
巻
研
宛
の
日
節
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Q
i
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M
M
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J
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p
i
k
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古
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J
7
1
i
t
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-
1
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s
i
t
z
-
-
r
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一
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ソ
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J
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マ

ル

ク

ス

『

資

本

論
h
館
〕
一
一
巻
締
宛
の
日
節

議
み
に
及
ず
作
用
を
設
を
、
第
一
レ
七
章
に
は
補
論
を
試
み
て
、
第
一
篇
を
結
点
。
此
等
諸
論

γ

。
Jレ

グ
サ
八
路
-

説
の
大
織
に
増
減
す
る
所
な
し
、
第
一
、
第
二
爾
章
、
乞
以
て
第
一
篇
の
要
旨
議
く
。

故
仁
鼓
に
恕
山

読
せ
ポ
，
to

r戸、、
・ーー・4・
・_，‘
、ーー.... 、._.，

平
均
利
潤
卒
の
難
関

期
く
生
、

v
t
る
利
潤
は
如
何
に
し
て
『
卒
均
利
潤
』
と
な
る
や
。

是
れ
第
二
篇
の
問
題
な
人
ソ
。

をti‘
.Tf"1 

三
容
一
一
冊
百
二
十
頁
上
人
ソ
百
九
十
頁
ま
で
に
論
ホ
ノ
る
所
是
な

b
。

此
問
題
は
翠
ト
均
利
潤
率
の
謎
』
n
h

同・仰け
ω
0
日
仏
月
ロ
ロ
吋
n
g
n
宮内け
m
M
U
H
o
m
けS
R

コ
と
し
て
、
マ

ル
グ
ス
の
皐

説
中
鳥
取
も
著
名
な
る
も
の
に
岡
崎
せ
よ
ツ
。

資
本
論
第
一
容
に
於
て
は
、
マ

ル
グ
ス
は
此
謎
を
問
題

と
し
て
残
せ
る
の
み
仁
て
、
此
じ
解
答
を
輿
ヘ
ヤ
J
O

こ己

y

グ

ル

ス
は
資
本
論
第
二
命
令
の
序
文
中

叫，
r
m
w
g
似のゲロ
n
V
M
U
H
O
仏ロ
n
U
B
ロ向日町内
n
y
o
内
名
目
色
P

白山口作吋目。山者向。

ぐ山内一[
。吋ハ凶
AW
吋ポぐ内向宅。ロ山側

目。げ
AW
ロ仏…
mAW

〉
吾
氏
け
ω
山印印口
J2ロ円山内口-噌山口

murrwロ
N
印日付。口仏日目
1
n
y
ω
n
V
口山げ内ゅの
MM

向日巾刊の一
MH
巾
M
V

目、o
mけ
印
・

回目。吋

ロ印肉付
川

W]ωO

。Hロ
d
q円(山
ωコ
山
勺
門
戸

n
v
m
A
w
m
m
H
H

仏

μω

句、。一吋円い叩
M
m
印一的ぬけ
N

ぐ
O
吋
w

仏印口

ω
O
M
H
O
ロ

M
W
W
R仏
O

問
料
口

ny

ロロハ凶

仏

ω口

ω印
H

口。

ω
n
F
己目。

。σ
叩口内向日】
ω

N

ロ
ト

0

的。口

ロ口一一体げ
{
m
J
u
q

釦吋・

〉ロ
n
y

同
0

仏げ印吋件。
ω
己的

日向O
ロロけぬ

ロ刊のげけ

ロ
H1PMH
門口

ハ山内命的。口

ぜ
〈
Mn円
Awmw
一勺吋ロ
n
H
Y
N
口
ω
印一伊作コ
e

・ω
け卯・は

山ゲロ
N

口日
αω
ゆコ

S
M
w
n
広
印
トt

日目μβ
N

ロ

。山口ゆ口同

仏

21

〉ロ
m
m
m
g
m
m
M
U
ロロ
r

g

ω巾
H
3
0門

ロ仲
OMVHmw
・、

り町内的ぬロ

君。A
(1) 

S1 
tて3
トt
口
n ロ4

印

Hmw
件付。

民
的
月
内

げ印吋白山片
ω
H

円ロ

V

内一戸ロロ
ω日内見勺け

N 
ロ
トt

内
吋
丘
四
円
Z

m
o
H
・0ω
ご
仏
円
。
H
L
O
m
g
m
o広
O
目的け
g
n
v
n
凶印
B
H
J
U
口仏

ghh内
名
目
μ
て
よ
g
H
H
H
・切口
n
y
・

t 司

質
際

に
於
て
は
、
同
一
額
の
資
本
は
労
働
を
使
役
す
る
多
を
少
を
如
何
に
拘
ら
み
が
ノ
、
同
一
一
時

間
内
仁
は
卒
均
上
同
一
額
の
利
捌
仰
を
生
、
ポ
ノ
。

日
忘
れ
債
依
論
と
的
態
相
容
れ
旬
。
る
反
針
の

事
費
品
。

カ

ル
ド
は
献
に
此
を
看
破
し
柁
れ
ど
号
、
彼
唱
其
班
述
者
も
‘
此
矛
肢
を
解
稗

. 
句、

ず
る
能
は
な
F
Q
J

合。

ロ
ド
ペ

ル
ト
ス
が
も
亦
此
矛
盾
あ
る
に
必
付
き
た
れ
ど
も
、
之
を
解
決

せ
ポ
ノ
、
思
・
に
之
を
以
て
薬
密
総
論
の
出
立
鮎
と
潟
せ
る
の
み
J
O

然
る
に
マ

ル
グ
ス
は
阪
に

可
制
服
務
事
の
批
評
』
の
草
稿
中
に
此
問
題
を
解
決
せ

b
。

資
本
論
に
於
て
は
第
三
容
に
歪
1

り

て
始
め
て
、
此
矛
盾
に
封
ず
る
マ

ル
グ
ス
の
解
決
輿
へ
ら
る
可
を
な
λ

ソ』

，
 
，
 
.' ， 
"
 

噂唱

J

』

i

少'タ♂
 

-
h
 

• 

と
爪
判
官
一
口
し
t
M
V
ば
、
人
皆
枠
日
を
仲
ぺ

て
第
一
一
一
容
の
此
鮎
に
闘
す
る
所
論
bv-
問
か
ん
と
待
て
f

り。

而

し
て

此
間
マ

ル
グ
ス
の
設
を
端
摩
し
て
、
此
謎
の
解
決
を
先
づ
試
み

't
る
皐
者
多
し
。

其

重

な
る
も
の
左
の
如
し
。

....卒、‘巴』ムーー -ー‘'一一一一 一一ー 一一一 一司ー γ 一一守 一ー一一-， 一、‘-
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-

M
レ

O
M
A
m
門口の
O

口
pn円u
伯〕印日目げぬのげ
2
MハH
W

ヤ
同
∞
∞
中

ωωhaNIOU-

マ
ル
ク
ス
『
資
本
倫
』
第
一
一
一
巻
術
的
郊
の

部

、，・4

--'・



~ 

マ
ル
ク
ス
『
資
木
崎
』
第
一
一
一
巻
研
宛
の

日
銭

‘ p -、

-司a・・
.......合

12 

。
。
戸
時
笹
山

m
o
ヴ
居
仲
宗

炉4
4‘ 

り
山
内
り
口
吋
の
げ
m
n
V
D
山けけ印刷
ugmけg
g
m
E
m
の
2
ロ
ハ
出
仰
向
。

ハ
凶
作

ω

可制高ロリ印
n
げO
ロ
J51印
片
付
町
川
内
向
日
山
町
内

N
O
ω

・

ωけ口巾・内
mMW円一一

同∞∞
mv
・

N 

山口

hhzg作
N
O
刊で
w
a
m
u
N
U
ω
・

Z
0・
ム
-
-
M

国
5
8
8
U
の
o
ミミ
ω

同仰げ手口

n
E吋
・
日
w

や

ω・
3
u・

語
.0
民
山
口
の
O

ロ
g
q
ω
S
F円げ訟の
V
2・
2
・同，・ロ・

ω・
ωωω
・

b
・0
M
H
出
o
o
F
O吋
宮
山
口

Z
G
O〈
伊

川

5
5
}
O
m
s
k
p
M
U吋口
H

∞∞
ω
・

湾同

ogロH
μ
9
3
ω

認め円け
v
m
g
o
Q
ロ
ロ
仏
仏
山
内
吋
円
O
出

S
F
出

2
5吋]ハ

而
し
て
..:r. 

シ
グ
ル
ス
は
第
一
一
一
容
の
序
究
中
に
此
等
感
'
者
の
所
論
を
詳
詳
し
、
一

ρ
も
必
日
〈
マ

Jレ

グ

ス
の
解
答
に
的
中
す
る
告
の
な
き
を
明
か

に
せ
よ
ツ
。

然
'h
マ
ル
グ
ス
の
解
緯
訟
は
み
・
一
く
人
の

意
想
外
に
出
で
大
y
り。

平
均
利
潤
李
の
謎
と
は
左
の
如
し

態
。
者
が
設
に
想
到
す
る
を
得
Y

L

Y
し
は
常
然
な
I90

(
一
)
係
剰
償
伎
は
可
鑓
資
本
の
多
少
に
探
索
J
O

可
鑓
資
本
多
け
外
・
ば
飴
剰
多
く
、
少
け
れ
ば
倣

剰
少
し
。

(
二
)
利
潤
議
・
は
倣
剰
俊
依
を
会
資
本
(
不
畿
、
可
鑓
一
の
合
計
)
じ
掛
判
ず
る
比
例
を
以
て
吉
表
は
し
北

故
に
可
箆
資
本
分
多
を
と
を
は
利
潤
卒
高
く
、
少
を
と
を
は
利
潤
率
低
し
。

る
唱
の
怠
p
う。

(
三
)
然
る
仁
愛
際
に
於
て
は
可
鑓
資
本
分
の
多
少
に
拘
ち
ゃ
ノ
同
}

均
利
制
倒
率
を
有
す
、
日
芯
れ
矛
盾
な
よ
り
。

の
会
資
本
額
付
、
岡
一

の
卒

I 

創
も
前
段
揚
げ
た
る
表
に
於
て

五 四 一 ，_. 一 ........... 
~司__，・ 一

一 一 一一一一一 一一

可

幾

資

υ F iら LLO 30 20 本
一 一 一 一一一一

利

， i問

. 

5% 1ら%(JO% 30% 20%1卒

13 

と
な
る
可
き
答
な
る
に
、
交
際
に
於
て
は
二
)
(
二
)
(
三
)
(
問
)
(
五
)
何
れ
の
場
合
に
於
て
る
利
潤
卒
は
同

一
な

b(
マ
ル
グ
ス
の
例
仁
て
は

wvo
是
れ
明
か
に
矛
盾
な
よ
り
。

のん

マ
ル
ク
ス
吋
資
本
倫
』
第
一
一
}
悲
研
副
知
の

何
れ
が
圧
く
し
て
、
何
れ
か
談

節‘

e静_.

円、



. 
‘ 

マ
ル
ク
ス
明
資
本
総
b
第

三

巻

柿

宛

の

日

節

な
j

り
や
、
雨
者
共
に
正
し
き
ゃ
。
一
問
者

E
し
と
す
れ
ば
、
此
矛
腐
は
之
を
如
何
に
制
砕
く
可
を
や
。

之
を
平
均
利
潤
率
の
謎
1'
二
五
ふ
な
ゥ
。

14 

回3

マ
ル
グ
ス
の
此
謎
を
料
く
の
滋
極
め
て
卒
易
筒
車
、
殆
ん
ど
人
を
し
て
唖
然
食
ら
し
な
。

日

(
一
)
商
品
川
川
其
僚
値
に
於
て
頁
質
せ
ら
る
L
B

も
の
な
れ
ば
(
マ
ル
グ
ス
第
一
容
の
所
論
は
斯
く

前
提
し
北
る
な
よ
り
)
、
利
潤
一
等
は
必
歩
区
々
な
ら
診
る
可
か
ち
ゃ
ノ
0

0

0

0

3

0

0

0

0

0

0

0

0

0

3

0

0

0

0

0

、

0

0

0

0

0

(
ニ
)
佼
グ
ピ
宵
際
じ
於
て
は
、
商
品
は
其
償
値
仁
於
て
資
質
せ
ら
れ
歩
。

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

i

O

 

(
一
一
一
)
邸
も
資
際
に
於
て
は
、
平
均
結
合
比
例
一
不
盤
、
可
縫
雨
資
本
の
)
以
上
の
比
例
に
て
結
合
せ
ら

0

1

0

G

O

O

-

O

O

 

れ
文
る
資
本
を
以
て
生
産
せ
ら
れ
食
る
商
品
は
其
償
位
以
上
に
資
質
せ
ら
れ
ポ
・
・
均
以
下

0

0

3

0

0

 

か
ル
仲
の
資
本
を
以
て
生
産
せ
ち
れ
セ
る
商
品
除
、
其
償
値
以
下
に
賀
民
せ
ら
る
1
h

な
F

り。

マ
ル
グ
え
は
此
理
を
就
く
に
左
の
一
表
を
以
て
ず
。

崎
嶋
凶
内
臥
降
雨
性
品
川
崎
山
一

ω
o
一

小

O

一

c
c
一

4
0

一

φω

一
お
次
一

+ω

一

ω
O
一

v
p
一

}

門

戸

一

丘

一

回

。
ω
一
お
沢
一

l

∞-u

一

↑

f
B
J
m
y・2
3司
詩
刊
誌
況
は
は
討
回
総
器
科
盟
関
開
討
結
羽
目
前
官
針
社
川
口
対
話
認
潟
明
日
目
初
日
む
日
割
慰
問
自
認
諾
湖
沼
鼠
話
回
持
続
討
斜
計
鼠
討
悶
践
埼

而
しの
て割

飴合

剰に
僚結
値令
率し

~ '14と
旬る

が資
は本
皆を
同以
_..て

な生

b 産
と仁
云従

ふ事
がず
γ る

Jレ宅
グの
スと
のす
定可 100100'100 ]00 100 

論

な

可
紙
袋
資
本

マ

ル

ク

ス

安

本

論

』

第

三

巻

術

指

の

日

節

口トベ

叶 ∞I 1キ出場
c、Cユ l

+ + I e不快
号電 I~訴

阿国取

寸当日

。
oq
十
点
。
勺
一

∞
匂

+
M
Y
一

φω

。十三

] ト件。(C){ 0 

右
説
明

(
同
)
一
の
場
合
は
不
鑓
資
本

ニ
の
場
合
拡
不
援
資
本

三
の
場
令
は
ザ
小
銭
資
本

凶
の
場
合
は
不
鎚
資
本

五
の
場
合
は
不
幾
資
本

. ...._，.‘・F田叫‘。.-、--‘"・・'"・、.司凶.唱...，...-~ -. 
'¥.，←， ， 

率
を
]
C
C
択
と
す

(
誌
)
然
る
と
き
は

15 

一
の
場
合

切
一
{
一

A
h
O

一
一{O
↑

炉・4

bο ベ1 UJ 
0C)  -.l 

....-4 ~(吃C
cn c，)E ド4

ド4

C" 旬、:1も~

kJ --:I C心

思
決
N
M
淡
路
次

l
M
∞
 

十十
ト4

h斗'-i

80 

可
銭
資
本

20 

b M 

計

70 

可
鎌
一
資
本

30 

ノ、
ιs 

昔ト

ハリρり

可
縫
資
本

八
U

合
計

8ら

可
輪
開
資
本

可
幾
資
本

1ら

〈
t-1 

計

。ら

ドυ 

町
、
‘
寸

J

，4t』

メ
乍
会
員

今

其

却
に
釣
し
裳
H
O
O
択
の
俄
剰
償
値
は
加

五



， 

ー
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マ
ル
ク
‘
ス
司
資
本
総
h
，
第
一
一
一
巻
研
宛
の
一
節

小

ω
仁
封
し
共
同
0
0
演
の
鈴
翻
債
依
は
初

ヱハ

のの
場場
令令

可

滋

賀

本

凶

の

場

合

可可
鑓鑓t
資¥資

本・本

川
仰
に
鈎
し
並
二
。
。
渓
の
鈴
剰
償
般
は
川
初

日

に

野

し

其
H
0
0
決
の
飴
利
低
位
は
日

五

の

場

令

可

援

資

本

ら

に

封

し

其
H
O
Q

訳
、
の
鈴
剰
債
債
は

5

と

な

る

可

し

t

(

閤
)
費
用
便
格
郎
も
生
産
裂
は

mw
可

幾

資

本

の

会

部

問

不

縫

資

本

中

消

費

せ

ら

れ

食

る

部

分

の
ニ
を
岡
牧
す
る
に
足
る
丈
け
の
額
に
相
官
す
可
き
答
品
。

仰
の
割
合
を
注
の
如
、
く
仮
定

一
の
場
合

らO

ニ
の
場
合

ら1

三
の
場
令

40 ら1

四
の
場
〆
令

五

の

坊

令

10 

(
五
)
的
て
費
用
僚
格
の
績
は
左
の
如
く
な
る

a.附
榔
刷
時
以
れ

町
時
糊
州
崎
弥
滋

糊
淘
・
時
議

1 ‘ 

ト4

t'" 
〈二〉

+ 

U( 
o 

11 

-:.J 
o 

ト4
トベ

Cl!i 
0 

十

C:;f 

トー‘

" 
CtJ 

..-‘ 

‘r~ 

、町
‘ 

H
H
H
 

ト私。

4・

。E
ト4

" 
也〉
‘i--I 

〆

トベ
く

ト4

<:Jl 

+ 

トト
o 

11 

u( 
u{ 

寸

<:J( 

炉ト

トA

o 

11 

_. 
U< 

(
六
)
商
品
の
債
値
は
右
の
費
用
促
格
に
飴
剰
償
値
を
合
算
し
大
る
唱
の

に
相
蛍
す
。

初
て
、

ト4

寸

(
)
+
M
O
H

~ 
o 

ト4
ト吋

∞〕〔
+
ω
O
H
H
H
H

一一司E喝・..，・・…一一日ー一一一一也 E・A ーー ー
匂 守-..-~... --.、ー-，-~I ・ 弘、ー・刊一」司、ー‘・争‘←ー・‘._.-占 ...-.".，-‘'、寸向・・_""H.

1 一 a 一、 t

ι 

トヴ ト吋

<{口

φ

一戸+恥。
H
山

ω
一戸

山
び

I
T
H
U
H

...... 1 
Cこ〉

1'1 

~ 

〕
伊
+
ω

u

N

O

 

マ
ル
ク

ス
『
資
本
論
』
第
一
ニ
巻
研
宛
の
一
節

七

R 



. . 
r 一

‘ ι 

電

マ
ル
ク
ス
『
資
本
総
』
第
山
一
一
巻
研
宛
の
日
節

ι

加皿10

Jt 
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な

(
セ
)
今
商
品
川
伊
兵
償
値
に
於
て
寅
買
せ
ら
る

hn
も
の
な
れ
ば
、
英
資
僚
は

五 四
-・h ..... ‘ 
ー・4
ー圃.... 

. 幽---

の の の ，の の

場 場 場 場 場

令 ir 令 ~ 令

、

20 70 131 111 90 

‘一

な
る
可
誉
な
よ
ツ
。

然
る
に
貸
際
は
之
仁
田
決
る
。

0

0

0

0

0

0

 

(
八
)
仰
と
な
れ
ば
、
安
際
に
於
て
は
(
一
)
卒
均
結
合
比
例
に
封
し
生
歩
る
飴
剰
僚
値
と
(
ニ
)
費
用
償

0

0

0

0

0

0

 

格
と
の
令
計
が
資
僚
と
な
る
郊
の
に
し
て
、
卒
均
結
合
比
例
以
上
に
不
幾
資
本
を
周
ゆ
る

と
を
は
、
英
資
債
は
右
の
債
依
以
上
に
立
も
、
英
以
下
広
不
幾
資
本
を
用
ゆ
る
と
を
は
、
資
僚

は
右
の
償
位
以
下
に
立
つ
唱
の
な
れ
ば
な

b
。

(
九
)
今
此
の
卒
均
結
合
比
例
を
見
出
す
に
は
二
)
よ
t
り
(
五
)
ま
で
を
一
括
の
資
本
と
宥
倣
し
、
不
r

鶴、

可
邸
機
爾
資
本
の
百
分
の
比
例
を
算
出
す
可
し
。

州
内
科
、
議
翻

自H
ち

H
O
C
+
H
O
O
+
H
O
O
+
同

()O
十
回
。
O
H
m
v
(
)。

U

別
総
州
内
科
総
繊

∞O
+
U
1
0
+
0
0
4
u
・∞
ω
+
ω
ω
H
ω
m
v
o

a，
附
側
同
糊
札
打
諮
'
蛾

ω
O
十

ω
O
+
h
p
(
)
+
一己
ω
+
伊

H

口。

之
を
百
分
比
例
仁
引
直
す

ω
φ
o
 

i
l
H
4
∞
演

。()O

決

而
し
て

愉
掛
滋
織
防
附
議
'
榊
糊

M
O
+
ω
o
+
A
F
O

十ロ
+
m
v
u
M
M
O
H
M
M
決
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な

らマ
ル
ク
ス
司
資
本
総
』
第
五
巻
研
出
郊
の
〕
節

iL 

J i 

-_，' 

，
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-

白

『

e
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二
O

(
十
)
仰
て
卒
-
均
結
合
比
例
a
J
ω
M
G
U
H
O
C
ド
ト
濁
し
て
生
、
下
る
係
剰
一
俊
値
は
切
な
る
を
知
る
。

0

0

0

0

0

1

 

是
れ
郎
也
会
資
本
額
仁
封
ず
る
平
均
利
潤
卒
な
ム
ツ
。

マ
ル
ク
ス
『
資
本
論
』
第
三
巻
術
宛
の

部

(
十
回
)
従
て
資
際
の
貰
償
は
庄
の
如
く
な
る
を
知
る
。

ト4

U
1
0
+
ω
ω
H
 ~ 
lv 

H
H
 

~∞ 
ト.....1 ....... 

+ + 
tv 1;、D
L、.!) 1:、。

11 ' 11 
ト-1 ..-1 

ト-1 c> 
O!i (;コ

H
H
H
 

ト4

寸

~ωω
十

ω
凶
日

hよl
-J 

〈オ

ぷ
+
ω
ω
u
c。
h司

(
十
二
)

邸
も
資
本
結
合
の
割
合
異
る
仁
従
び
、
戒
場
合
は
其
倒
値
以
上
の
資
債
を
有
し
、
議
場

人
甘
は
以
下
の
官
民
，
債
を
有
す
る
を
知
る
。

今
之
を
有
五
の
場
合
に
就
て
算
出
す
る
と
き
は

の
場
合

資
償
・
拡
債
依
ょ
ん
/
多
さ
乙
と

-‘ 
・ー・4‘

一
一
の
場
合

資
僚
は
債
依
よ
よ
ツ
少
を
乙
と

八

一
一
一
の
場
合

資
債
は
債
依
よ

b
少
を
乙
と

一
八

同
の
場
合

資
僚
は
償
低
よ
1

リ
多
を
乙
と

お

五
の
場
令

資
償
は
僚
値
よ
I
9
多
を

乙
ス
」

..t 

な
J

り。

(
十
宮
山
)
然
る
に
一
再
び
五
の
場
合
を
合
算
す
る
と
を
は
、

N
!
∞

l
M∞
十
寸

+
5
u
o

と
な
In
ノ
、
筒
々
の
坊
令
の
差
異
は
設
仁
消
滅
し

て
、
会
髄
の
上

に
於
て
吋
良
債
と
債
総
F
C
は

同
一

な
る
を
見
出
す
品
。

斯
く
得
、
花
る
鷲
際
貿
債
を
マ

ル
グ
ス
は
吋
生
産
宣
償
』
1
4
急
く
。

日

g
o
M
V
B
目
的
♂
仏
円
。
弘
包
口
吋
o
v
g
z
s
t
g
w
円
凶
川
広

ω
仏
R

U
口「
n
g
n
p
H
H
山けけ仏印吋ぐ
O

吋ω口広日向仏
g
g
p
o
m
可制件。ロ

仏印円
〈
m
w
H
1

加のげ門
ω
円山mw
口。口

吋
円
O

仏己}ハ仏
O

ロ∞∞勺げ
m
p吋

AW口

向
。

N
o
m
m
ロ

ロロ〈山

仏円。的。一門

ロ
ミ
nVωnMM忠
良

同
o 
(f) 
r1" 
t"d 
トt
(t 

tf1 
o 
ロ

仏
fD 
トt

〈日円
ωnMH
一印仏刊口町円
O

仏口町内山
O

口ωω
勺

MMPH10
ロ
N
口mAWω
ぬけ一
Nけ
認
可
仏
祖
札
口
仏
門
口
白
町
H10
仏ロ〕丸山
O

口ωMU
円oro--(ω
・
Hω
一山)

、

• 
4

、v'
 

h
 
'

f

 
，
 

h
 d-

h
 

-
a
 

吋
• 

『
各
積
呉
れ
る
生
産
業
の
呉
れ
る
利
潤
卒
よ

b
得
、
党
る

m
T
均
卒
と
此
卒
均
を
各
種
呉
れ
る

生
産
業
の
費
用
僚
格
と
合
算
す
る
・
に
よ
L
リ
符
る
頁
僚
は
之
を
名
け
て
生
産
資
償
I
C

一
お
ふ
』

と

マ

ル
グ
ス
は
之
を
以
て

ア
ダ
ム
、
f

ミ
ス
の
所
帯
一
u

自
然
的
市
償
h
z
h
w
け
口
包
℃
吋
刊
の
ぬ
リ
カ
ル
ド
の

21 

所
鵡
吋
生
産
市
債
』
目
玉
n
o
o
J
吋O
仏
口
口
氏
。
ロ
ブ
ヰ
ジ
ヲ
グ
一
ア
y
ト
の
所
視
町
必
然
市
債
』

MUH.HN
ロ
刊
の
作

ωωMFH
円。

と

マ
ル
ク
ス
『
資
木
.
給
』
節
目
一
巻
研
犯
の

節

一一一一



、

• ， 
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マ
ル
ク
ス
『
資
本
給
b
第

三

巻

柿

宛

の

一

節

-‘ ・...... 
........ 

同
一
物
な

6
3乙
主
張
ず
。

労-

.)(< 

.x-

.)(-

裂・

* 

長・

以
上
平
均
利
潤
卒
議
生
の
理
一
堂
明
か
に
し
な
L
リ
@

然
れ
ど
電
此
は
問
題
の
提
示
の
み
、
解
答
は

未
だ
し
。

如
何
に
し
て
此
生
産
費
僚
が
現
貸
せ
ら
る

h

や
、
何
故
に
資
本
総
合
平
均
率
を
推
定

ず
る
や
、
平
均
利
潤
卒
ヘ

の
均
等
傾
向
宮
支
配
す
る
も
の
は
何
な

b
や
、
統
に
債
依
を
離
れ
て
此

比
例
此
率
の
注
.
右
せ
ち
る
と
云
ふ
以
上
、
英
一
定
涯
と
す
る
、
商
品
は
英
債
依
仁
於
て
資
ら
る
と
の

。。。

原
則
は
破
ら
れ
、
艇
て
は
、
一
般
合
的
じ
必
要
な
る
傍
働
時
間
が
商
品
の
資
債
を
文
舵
せ
含
る
を
許

容
す
る
を
要
す
る
仁
至
る
。

是
れ
マ
ル
グ
ス
の
皐
読
を
根
底
よ

b
翻
す
可
き
大
難
闘
に
あ
ち

ポノや。

マ
ル
グ
ス
は
抑
が
も
什
出
版
の
見
解
を
以
て
、
此
難
闘
を
透
徹
せ
む
と
誠
ひ
る
か
。

凡
そ
綬

情
感
の
純
理
に
於
て
斯
の
如
く
人
を
脱
俗
せ
し
む
る
問
題
は
其
類
査
し
稀
な

60

予
は
他
日

稿
を
改
め
て
、
一
見
ち
に
此
碗
究
仁
一
歩
を
強
め
ん
乙
と
た
期
す
。

此
論
究
v
L

併
せ
て
統
仁
会
に
せ
る
左
記
拙
稿
を
議
ま
ん
乙
と
を
読
者
に
希
望
す
。

(
一
)
不
畿
の
資
本
、
可
獲
の
資
本

i 《鈴
鹿
'
新
報
四
十
一
年
四
月
第
十
八
容
四
披
》

(ニ)マ

1
γ

ア
ル
の
利
潤
論
と
マ
ル
グ
ス
の
平
均
利
潤
卒
論

《
決
議
e

新
報
四
十
二
年
一
一
一
月
第
十
九
容
三
税
》

(
一
ニ
)
マ
ル
グ
ス
の
不
襲
、
可
鑓
資
本
と
ア
ダ
ム
ス
ミ
ス
の
悶
定
、
流
通
資
本
と
の
闘
係
に

就
て

の
研
究

《
園
口
的
経
抑
制
雑
誌
四
十
二
年
六
月
第
六
容
第
六
銃
》

《
四
十
二
年
六
月
十
一
日
認
す
》

，
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マ

ル

ク

ス
q
資
本
総
』
第
一
一
一
巻
締
宛
の
吋
飾
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